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間｛引~＇ ＇彰’~l · ；同経由に手術号行ない，経鼻的にドレナー
ジを設置した．経過は良好でP 数日を以って左眼視力
は眼前指数を得ずる程となった．かかる下垂体腺臆に
感染を合~ l＼＇せる症例は極めて Miで，欧米文献上に 3 例
を発見するか，本邦に於ては昔、だ報告例を見ないー木











し， 下顎骨を摘出し， メA.~ij定及び A111' >r;idi•)grnph 



































































































マイン 0.5略p エンドキサンIOOmg,24日間P 計トヲマ
イシン12mg，エンドキサン2400田Eを投与p ヨ！き続き l






















































































nis cum cornu accessorius）の痕跡副角妊娠
破裂の 1例
羽島病院産婦人科
花林康祐
同外科
河村雄一・コ浅井紀雄
原 節雄
我々は昨年6月21日痕跡副角を有する単角子宮の妊
娠副角破裂の 1例を経験したので報告する．
21才の既婚婚人，結婚6ヵ月で既往に特記すべき疾
患、なく既往妊娠もない. 2月中旬より無IC')が，破裂の
3目前に来続，妊娠4ヵ月と診断したが， 6月21日早
朝，左下腹部に激痛ありp 妊娠破裂の診断のもとに同
日午後開腹術施行，胎児は卵膜につつまれたまま腹腔
に浮遊していた．なおこの崎人は去る 6月18日2300g
の粍熟児を出産した．
